
指標名：全消防団（全2,174団（令和６年４月時点））のうち、特に風水害に対応した十分な資機材（排水ポンプ、ボート、浮環、フローティングロープ、水のう及び高視認性雨衣）
を備え、救助活動等を行うことができる消防団の割合

【72】消防団の更なる災害対応能力の強化に関する対策【総務省】

 都道府県別

（令和６年度12月１日時点）
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実施中期計画
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目標値（％）

 全国値

目標達成の考え方として、風水害対策に

必要な主な６つの資機材全てについて必

要数が満たされた消防団としている。

そのため、現状値としては比較的低い値

となっているが、調査で把握しているそ

れぞれの資機材の達成状況については、

どの資機材も80％程度目標を達成して

いるところであり、引き続き対策を推進

する。

 ポイント

（（特に風水害に対応した十分な資機材

を備えた消防団数）／（隔年４月１日時点

の全消防団数））×100

 指標の定義
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